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生命科学部の設置Ⅰ

21世紀は「生命科学の世紀」といわれるよ

うに、生命科学を基盤とした科学技術が社会

や生活に広く浸透すると予想されています。

このような状況の中で、生命科学部は、「生命

科学の学術としての発展に寄与するとともに、

生命科学分野の人材養成を通じて、人類の幸

福と自然と調和した持続可能で豊かな社会の

実現に貢献する」を理念とし、2008年4月に

発足しました。生命科学部では、「化学」と「生

物」の広い分野にわたる基礎教育を行い、その

上に立って、応用化学科、生物工学科、生命情

報学科、および生命医科学科の4学科の学問

分野を深く掘り下げながら、互いに連携・融合

することで、新しい生命科学の教育・研究分野

を創造することを目指しています。

生命科学部は、2012年3月に初めての卒

業生を送り出す予定の「若い」学部であり、ま

だ歴史を刻み始めたばかりです。学生のみな

さんと教職員が一丸となって、原点を忘れる

ことなく、生命科学部をより良い学部に育て

ていきましょう。

生命科学部を取り巻く
情勢Ⅱ

（1）生命科学部の教育・研究内容の特徴
生命科学部では、これまで、初年次より学科

横断型カリキュラムによる教育を行ってきま

した。このことは、幅広い素養を必要とする生

命科学に関する学びへの意識を明確にし、自

発的な学習意欲を引き出すとともに、高回生

時の専門的な学科教育展開の基盤作りに貢献

してきたと考えています。

しかし、一方で高校の進路指導現場からは

「高校生の段階で、生命科学分野に幅広い素養

が必要なことや各学科の教育・研究内容を理

解することは難しい」等の意見も寄せられてお

り、充分に学部・学科の特徴を理解しないまま

に、イメージや偏差値のみで学部・学科の選択

を行う傾向も一部で見うけられます。

したがって、各種広報媒体等を活用した学

部・学科の教育・研究に関するより積極的な広

報の必要性があります。今後、学部・学科にお

ける教育・研究内容をより正確に表現すると

ともに、オープンキャンパス等を組織的に活

用するなどして、これらの問題を解決する必

要があると考えています。

（2）社会・産業界からの要請に応える
　　総合的・専門的な教育

資源、エネルギーは有限であり、自然と共

生しながら持続可能な社会を構築するため、

生命科学の成り立ちを理解し、環境、食糧、生

物資源を保全し、研究成果をIT技術と組み合

わせ、来たるべき超高齢化社会に健康・医療

科学の発展を活用できる人材の育成が求めら

れています。

社会・産業界からのこのような要請に応え、

上でも述べた持続的社会構築という課題に挑

戦できる人材を輩出する教育改革が求められ

ているのです。生命科学部では、幅広い素養

と高い専門性の習得を目指したカリキュラム

を展開してきました。2012年3月には生命

科学部の初めての卒業生が出て社会で活躍す

ることが期待されます。しかし、特徴あるカ

リキュラムをさらに進化させる努力も必要で

す。同時期に設立された薬学部とも歩調を合

わせ、さまざまな課題を整理し、その解決に

向け正面から取り組むことなしに、生命科学

部が目標とする人材育成は達成し得ないと考

えています。

（3）国際化教育
生命科学部は、開設当初より「国際社会にむ

け情報発信できる人材」の輩出を教育目標の1

つに掲げており、英語活用のための4つのス

キル（リスニング、スピーキング、ライティン

グ、リーディング）を確実に身につけ、それを

基盤に学生各自が設定したテーマについてリ

サーチを行い、まとめたものを英語で発信す

るコミュニケーション能力を養うことを目指

してきました。この特徴あるプログラムの到

達点を検証し、さらに有効なプログラムを開

発していかなければなりません。

上記プログラムで培った力を一層高度なも

のにするために、留学プログラムの充実、留学

生の受け入れ、各種国際化事業への参画など

に積極的に取り組み、実態を伴った国際化の

進展をはかっていかなければなりません。

生命科学部の人材育成
目標Ⅲ

21世紀の生命科学分野を担う次世代の科

学・技術者の育成を目指して、2008年度の学

部設立に併せて取りまとめた「設置趣旨」を踏

まえて、生命科学部の教育研究上の目標（人材

育成目標）を、学部則に定めています。

さらに、学部の教育研究上の目標を踏まえ

て、学部内に設置された4つの学科ごとに、学
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生命科学部は、豊かな教養と生命科学分

野の幅広い素養を基礎に専門的力量を有

し、生命科学と関連分野の発展に寄与す

るとともに、人間の幸福と自然が調和し

た持続可能で豊かな社会の実現に貢献で

きる人材を育成することを目的とする。

（11）アカデミックラウンジ
生命科学部は理工学部の化学科、生物工学科、

および情報理工学部の生命情報学科が母体にな

り、2008年に生まれた若い学部です。これら

の学科の卒業生や、関連企業の方の協力によっ

てライフサイエンス人材基金が創設されまし

た。この基金を基に2010年1月にライフサイ

エンスに関連する約900冊の蔵書を備えた「ア

カデミックラウンジ」をメディアセンター内に

開設しました。このラウンジは全学の学生、教

職員、校友の方が利用できます。生命科学部の

学生のみなさんもこのラウンジを積極的に利用

し、一層成長されることを願っています。

今後の生命科学部の
教育・研究の方向性Ⅴ

（1）カリキュラムの見直しについて
今年度（2011年度）に生命科学部は完成年

度を迎え、設置（＝現行カリキュラム実施）か

ら4年が経過することになります。一方、この

間、生命科学部は同時に開設した薬学部と一体

運営を行い、カリキュラムについても、特に低

回生の専門基礎科目、共通専門科目において、

共通の科目を用意しています。しかし、6年制

の薬学部は2013年度が完成年度であり、今

回両学部同時に理念・目的の検証を行い、かつ、

カリキュラムの見直しを行うことは困難です。

しかし、生命科学部設置から3年が経過し、現

行カリキュラムで改善すべき点がいくつか出

てきています。そこで、2012年度新入生から

適用するカリキュラムを、薬学部との共通部分

に影響を及ぼさない必要最小限の範囲で見直

しをしました。

さらに、2014年度には、薬学部とともに、

理念・目的の検証を行い、必要ならばカリキュ

ラムの大規模な見直しを行うことにします。そ

の際、英語教育、専門基礎教育、実験を含む専

門教育の教育内容やカリキュラム構成等、学部

の教育・研究の理念と対比させた到達点と課題

の整理を行います。特に、生命科学部内におけ

る実験科目の独自性と効率化の点検を実施し、

適切な運営組織を整備します。

（2）導入期教育の充実
入試方式ごとの志願動向（志願者数、学力分

布等）、入学後の成績推移、進路先等の追跡調

査を行い、入学政策を策定するとともに、多様

な学生を受け入れるために入学前も視野に入

れた導入期教育におけるより効果的な教育指

導の展開を行います。

（3）英語教育、日本語リテラシー教育
　　および初修教育の展開

学部独自に実施している英語教育、日本語リ

テラシー教育および初修教育の到達点を議論

し、課題の洗い出しを実施し、その対応策を策

定します。

（4）キャリアサポートの推進
キャリアセンターと協力し、キャリア支援セ

ミナーの有効性と課題整理を行い、より有効性

の高いセミナーを目指します。また、生命科学

部としての就職開拓方針を議論し、推薦を主体

とした進路支援体制を強化します。

　

（5）FD（ファカルティ・デベロップメ
ント）活動の一層の推進

学生のみなさんが自分の成長を実感し、同時

に教員側も人材を確かに育成しているという

ことを確認するためには講義改善のためのFD

活動の推進が欠かせません。FD活動に関して

は,全学的には教育開発・支援センターを中心

に活発な活動が展開されており,生命科学部と

しても、Webによるアンケートシステム構築

やコミュニケーションペーパーやインタラク

ティブシートの活用によって,学生のみなさん

と教員との意見交換を通して授業の改善が一

層進むよう図っていきます。

（6）国際化の推進
生命科学部の英語教育は特徴的な「発信型」

です。具体的には、リスニングとスピーキング

を中心にし、ライティング、リーディングを合

わせた4つのスキルを確実に身につけ、それを

基盤に学生各自が個人の関心事をテーマにリ

サーチを行い、英語で自由に発信するコミュニ

ケーション能力を養うことを目指しています。

この特徴あるプログラムをインターネットを

通じて世界に発信し、さらに高度な英語教育プ

ログラムの開発を目指します。また、海外短期

留学やAPU（立命館アジア太平洋大学）-RU連

携など獲得した能力を実践する場への学生の

参加の拡大を目指します。さらには、海外から

の留学生受け入れなどにより、多様な文化的背

景が共存する「場」で個々の学生が国際的視野

を獲得できる環境作りを目指します。

全学的課題の共有化Ⅵ

（1）「立命館大学3拠点化と
　　キャンパス創造」について

びわこ・くさつキャンパスは1994年に開

設され、それ以来さまざまな施設が充実され、

学生・院生数も飛躍的に増加してきました。し

かし、それに伴い、現代的な水準で確保される

べきアメニティ形成などに新たな改革が求め

られるようになってきました。3拠点のキャン

パス創造、また教育・研究に関する改革につい

て、総合的な学生の学びと学生の成長を進める

観点から議論し、新たなキャンパス創造に向け

て、取り組んでいくことが必要です。

（2）ラーニング・コモンズの形成
図書館の姿が大きく変わろうとしています。

知識の理解を深めるための資料を提供する場所

から、学生のみなさんが主体的に問題解決を行

い、自らの考えを発信するといった学習活動を

支援するための施設へと図書館は大きく変わろ

うとしているのです。このような図書館の「ラー

ニング・コモンズ」としての機能の充実・具体

化に向け、生命科学部としても学生のみなさん

とともに取り組んでいく必要があります。

（3）禁煙課題
喫煙が健康に良くないことは常識ですが、喫

煙者の周囲の人が受動的にタバコの煙を吸い

込むとその人たちの健康にも悪影響が及びま

す。喫煙者および受動喫煙者の健康面のリスク

を低減するため、禁煙をさらに推進しなければ

なりません。



問分野の特色を踏まえた人材育成目標を下記

のとおり定めています。

応用化学科は、物質・生体分子の機能の解明

や新物質を創製するための化学の理論と技術

を教育・研究し、材料化学からエネルギー、生

命まで幅広い分野で応用展開できる人材を育

成することを目的とする。

生物工学科は、化学、生物学、生化学、医科

学などを基礎に生物工学を教育・研究し、環境

と生物・人間社会との関連性を理解しながら、

生物工学の方法を応用展開できる人材を育成

することを目的とする。

生命情報学科は、生命科学と情報科学を教

育・研究し、生命科学と情報科学の融合による

ライフサイエンスの探究およびライフサイエ

ンスの新たな方法を創生することができる人

材を育成することを目的とする。

生命医科学科は、基礎生物学、生物工学およ

び基礎医科学を教育・研究し、生命科学に携わ

る者として必要な生命倫理、公衆衛生学など

を修得し、生命現象の理解とともに人体の構

造、機能、医療について学識を有する人材を育

成することを目的とする。

これらのポリシーは、全学に提起された「学

部・研究科における教学上のポリシー策定・公

開の取り組みについて」に沿って、HP上に掲

載するなど、社会に公開しており、また学生の

みなさんには、履修要項に教育目標として示

しています。

生命科学部では「豊かな教養と生命科学分野

の幅広い素養を背景に、確かな専門力量を有す

る人材」を養成することを目標としています。

具体的には、第1に人文・社会科学分野を

擁する総合大学である立命館大学における、

これまでの教育・研究の到達点を基礎として、

国際化や科学技術の進展に対応できる素養や

豊かな教養を持った人材を養成します。第2

に技術者・科学者として必要な数学や自然科

学の素養を確実に修得し、第3に日進月歩の

進歩を遂げる生命科学の基盤的知識といえる

化学、生物学、さらに基礎生命・医科学系科目

を所属学科に関係なく修得し、今後の生命科

学の動向にも柔軟に対応できるよう幅広く知

識を修得した人材を養成します。第4に、生

命科学に携わる者として相応しい倫理観を有

する人材を養成します。第5に、各学科の専

門性にあわせた専門力量を養成します。

以上を踏まえて、養成する知識や能力をま

とめると、以下のとおりとなります。

生命科学部の教育目標（履修要項より抜粋）

❶豊かな教養や国際化の進展に対応できる素

養の修得

❷数学・自然科学の基本原理の十分な理解

❸生命科学を学ぶ上で基礎となる基盤的知識

（化学、生物学、基礎医科学など）の修得

❹生命科学がヒトや環境に及ぼす影響やその

結果についての社会的責任の理解

❺各学科の専門性にあわせた専門力量の修得

生命科学部では、これらの目標を達成でき

るように、カリキュラムを編成しています（下

図にその概略を示しました）。学生のみなさん

は、「より確かな基礎学力」「論理的に考える力」

「自分で研究テーマを見つける積極性」「自分

の意見を持ちつつ新しい考え方に挑戦する創

造力」を身につけ、社会に羽ばたけるよう、挑

戦を続けてください。

2008〜2010年度の
生命科学部の取り組みⅣ

生命科学部では、生命科学を総合的・学際

的に教育・研究していく体系を形成していま

す。学部開設後、3年が経過し、学生のみなさ

んに対する教育面等の実践と今後の進め方を

示します。

（1）入学者受け入れ
生命科学部では、「入学者受け入れ方針」と

して以下を定めています。

「生命科学の世紀」といわれる21世紀にお

いて、生命科学の学術としての発展に寄与し、

人類の幸福と、自然と調和した持続可能で豊

かな社会の実現に貢献しようという強い意志

を持つことに加えて、下記の3点の能力を持

つ者を求めています。

1.大学での学修の前提となる確かな基礎学力

を有する者 

2.真理を探求するために必要な論理的思考能

力を有する者

3.課題を推進していくために必要な問題発

見・解決能力やコミュニケーション能力を

有する者

特に、1の能力に加えて、2および3に示し

た能力を有する学生を獲得するため多岐にわ

たる入試方式を採用しています。その結果、多

様な学生が入学して、互いの能力を磨き合う

「学びのコミュティ」形成に役立っています。

（2）初修教育
生命科学部では多様な学生を獲得するた

め、入試方式が多岐にわたっています。した

がって、入学者の基礎学力の把握と充実が重

要です。そのために、新入生オリエンテーショ

ン期間中に理科のプレイスメントテストを行

い、高校理科について各自の到達度を認識し

てもらっています。到達度が低い学生につい

ては随意科目である初修物理、初修生物の履

修を指導するとともに、「化学・生物駆け込み

寺」の積極的な利用をよびかけています。

（3）導入期教育－1回生小集団教育－
学生のみなさんに、生命科学部の教育理念

や教育システム、また各学科の専門教育体系

を深く理解してもらうとともに、大学で「主

体的に学ぶ姿勢」を涵養してもらうために、

各学科を分割した少人数クラスで、基礎演習

を通年実施しています。また、本演習の延長

として担当教員による成績返却と個人指導

を行い、きめ細かい教学指導を展開していま

す。先に述べた「入学者受け入れ」とも関わ

り、多様な学生が入学する現状では、このき

め細かい教学指導は非常に重要であると考え

ています。

（4）教養教育
生命科学部では、全学共通の教養教育科目

A群を25科目50単位およびB群としてス

ポーツ関係科目と特殊講義を開講しています。

これらの中からどの科目を選択するか、すな

わち一分野を集中して履修するか、もしくは

多くの分野から広く履修するかは、みなさん

が各自の興味に応じて選択することになって

います。

さらに、学部独自に、日本語リテラシー科

目として「特殊講義（日本語表現法）」および

「アカデミックライティング」を開講し、読解

力および作文力の養成を行っています。これ

らの2つの科目は、実験レポートあるいは卒

業研究論文の作成時に役立てることを目指し

て設置したものです。

（5）英語教育
生命科学部の学問領域の特長を踏まえて、研

究成果を英語で国際的に発信する能力を養成

することを目的に、生命科学部・薬学部共同

プログラムとして「Project-based English 

Program」（プロジェクト発信型英語プログ

ラム）を設置しています。1回生〜3回生まで

の本プログラムにおける英語学習を通じて、4

回生時の卒業研究においては、研究論文のアブ

ストラクト（概要）を英語で執筆できる能力の

獲得を目指しています。

具体的には、英語の基本スキルの習得を目指

した「英語S」は、入学後のプレイスメントテ

ストの結果をもとに、能力別に少人数クラス

（16-20人）にて実施しています。英語でのコ

ミュニケーション能力・発信力の育成を目指し

たプロジェクト型科目「英語P」では、専任の

講師陣により英語運用能力の基礎を養う授業

を展開してきました。また、英語教員と生命科

学部・薬学部専門科目担当教員で構成する英語

教育運営・連絡委員会を設置し、密に連携を取

ることにより、この教育システムの適切かつ効

果的な運用を行っています。

（6）専門基礎教育
生命科学部では、1回生時から数学や自然科

学の素養を修得し、科学的な思考力・洞察力を養

成して、専門科目を学ぶ基礎を身につけるよう

になっています。これらの科目は、生命科学部4

学科と薬学部薬学科の計5学科を横断するよう

な体系で実施しており、どの学科に所属してい

ても必要な科目群として位置づけています。

（7）専門教育
1回生後期から2回生にかけて、化学系、生

物系、および医療系の専門教育を「共通専門科

目」として実施しています。これらの科目も、

生命科学部4学科と薬学部薬学科の計5学科

を横断するような体系で実施しています。さら

に、3回生次からは各学科の専門科目を学び、

専門性を深めることになります。このような学

びの展開、また大学生に求められる能力（右図

参照）を回生の進行にあわせて獲得できるよう

に各科目が配置されています。「専門基礎科目」

「共通専門科目」によって生命科学分野の基礎

を正確に理解し、「専門科目」によって、それら

を体系的に理解することが、将来の大きな成長

に繋がります。

（8）到達度検証
近年の高等教育をめぐる動向として、大学に

よる自主的な質保証の改善が求められていま

す。これを受け、立命館大学では、新中期計画

において、学部（学士課程）の「教育の質保証」

として、学習者が中心となる教育の実現（私学

立命館に相応しい学力保証と学習力の構築）を

目指しています。生命科学部の学部教育に照ら

し合わせてみれば、系統履修に沿ったカリキュ

ラムを展開している中、みなさんは自身の到達

状況を正確に把握し、理解不十分な点は自ら学

ぶ姿勢をもつことが非常に重要であり、学生の

みなさんの主体的な学びを支援する取り組み

を学部として整備しています。また、七者懇談

会においても、みなさんから、学習意欲向上の

ための成績関連の情報提供について強い要望

が出されていました。さらに、これまで成績評

価に対する疑義をみなさんが申し出、調査を申

請できる疑義照会制度が慣例的に行われてい

ましたが、2010年度より全学的に「成績確認

制度に関する申し合わせ」が定められ、この申

し合わせに基づいた運用が開始されました。し

かし、成績に関する大学からの情報開示がなん

らなされない中では、これまで以上にみなさん

の思い込みの自己評価に基づく、安易な申請が

増加することが予想されました。

以上を踏まえ、生命科学部においても、①み

なさんが履修した科目の内容・到達目標を再確

認し、これ以降に履修する科目の学習に繋げる

こと、②みなさんが自身の到達状況を正確に把

握し、理解不十分な点については、自ら学習す

る、という主体的な学びを支援すること、およ

び③成績評価の公正・公平性を明確にし、成績

評価の可視化につなげることを目的とし、「定

期試験講評」を2010年度前期より実施して

います。

（9）キャリアサポート
将来のキャリア形成を早期に意識してもら

うために、キャリアセンターと協力して春季に

低回生向けキャリアセミナーを開催し、学生の

みなさんが正課を学ぶことの意義、現在の学び

がどのように将来につながるかを、キャリア

形成を含めて考えることの一助としています。

2010年度より開講した後期の各学科3回生

セミナーにおいては、外部講師による「進路セ

ミナー」を行い、学生の進路選択の一助としま

した。

また、特に新設学科の生命医科学科では、

2010年度より、学科教員を中心として「新規

就職先の開拓」を行っています。

（10）卒業研究
卒業研究は大学4年間の学習の総まとめと

して行なわれる研究であり、一年間を通して自

らの力を高める継続性を養うとともに、自らの

可能性を広げる貴重な機会ともなるものです。

また、指導教員・研究室メンバーと日々交流で

きる小集団教育の場でもあります。生命科学部

では学生の多様な要望に応えるために、学習到

達度を考慮しつつ、生命科学部4学科間で学科

を横断して所属研究室を選択可能とするシス

テムを導入しています。

卒業研究は前期に開講される「卒業研究1」

と後期に開講される「卒業研究2」より成り、

「卒業研究1」では研究テーマを進めるために

必要な研究方法や、知識、技能を修得すること

を目的とし、また、「卒業研究2」では自らの研

究テーマに関する理解をさらに深め、実行し総

括できる能力を養うことを目的としています。

生命科学部一期生が現在取り組んでいる卒

業研究では、専門分野の知識を深めるととも

に、目的達成のための実験計画を立案し、問題

点を見いだし、解決する能力、論理的なコミュ

ニケーション能力や発表能力など、社会に出て

活躍するための総合力を身につけることが大

きな目標です。

●卒業研究1

本科目の目的は、1〜3年次までの学修の総

まとめとして、個々の学生に設定される研究

テーマについて、その研究をすすめるために

必要な研究方法や必要な知識、技能を修得す

ることである。具体的には、①テーマに関連す

る専門的知識の修得、②研究テーマに関連し

た事前調査、③研究計画の立案ができる能力

を養う。①、②では英文文献・資料を用いて英

語活用能力も養う。

●卒業研究2

本科目の目的は、卒業研究１の成果をもと

に、さらに自らの研究テーマに関する理解を

深め、実行し総括できる能力を養う。データの

分析と整理、考察、結論の導出を行うことを通

して、問題解決能力を養う。さらに、卒業研究

論文作成、プレゼンテーションを行い、情報発

信能力も鍛える。卒業論文の要旨を英文で作

成することも目標とする。


